
◆チ ケ ッ ト 発 売 日／平成29年8月2日（水） 午前9時より川崎能楽堂窓口にて発売（先着順）  ＊残券があれば、同日正午より電話でも販売いたします。
◆チケット取扱･お問合わせ／川崎能楽堂 TEL.044-222-7995  川崎市川崎区日進町1-37
◆受付時間／窓口・電話 9：00～17：00 ＊但し初日のみ電話受付は正午から。窓口完売の際は電話での受付はいたしません。

主催：（公財）川崎市文化財団　川崎市川崎区駅前本町12-1 川崎駅前タワー･リバーク3F　TEL.044-222-8821／FAX.044-222-8817
＊開演後はご入場いただけない場合がございます。また、出演者等変更になる場合がございますので予めご了承ください。なお、ご購入いただいたチケットのキャンセルや変更はできません。
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能「清経」 鵜澤 光
撮影：前島吉裕

昆
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こ
ぶ
う
り
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観
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仙
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鵜
澤
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観
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銕
仙
会
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土
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楽
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脇
正
面
、中
正
面
エ
リ
ア
の
み
選
択
可
。25
歳
以
下
の
方
。

　
購
入
時
に
生
年
月
日
の
わ
か
る
身
分
証
明
書
を
お
持
ち

　
く
だ
さ
い
。

（
全
席
指
定
）

能「鵜飼」九世観世銕之丞
撮影：駒井荘介

◆日時：平成29年8月27日（日）11：00から
◆会場：川崎能楽堂

鵜澤 　久（観世流銕仙会・川崎市市民文化大使）
三浦 裕子（武蔵野大学教授・同大学能楽資料研究センター長）

◆定員：148名（先着順）
◆料金：無料

＊第111回川崎市定期能チケットご購入者が対象となります。　＊受講をご希望の方にはチケットご購入の際に整理券をお渡しいたします。

清経と鵜飼を面白く見るための事前講座
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←京急川崎駅
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川崎能楽堂

川崎能楽堂
〒210-0024 川崎市川崎区日進町1-37
TEL.044-222-7995　FAX.044-222-1995

JR川崎駅東口より徒歩5分
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平
成
29
年
10
月
21
日（
土
）14
時
開
演

狂
言
全
集
第
9
回

　
　
　
　
　
〜
大
蔵
流
狂
言
山
本
家
〜

出
演：山
本
東
次
郎
、山
本
則
俊
　
ほ
か

平
成
29
年
12
月
9
日（
土
）

第
一
一
二
回
川
崎
市
定
期
能

　
　
　
　
　
　
　
〜
観
世
流
梅
若
会
〜

第
1
部
　
狂
言「
福
の
神
」・・・・・・・ 

三
宅
右
近 

ほ
か

　
　
　
　
　
能
　「
百
萬 

法
楽
乃
舞
」 

角
当
行
雄 

ほ
か

第
2
部
　
狂
言「
茶
壷
」・・・・・・・・・・・ 

三
宅
右
矩 

ほ
か

　
　
　
　
　
能
　「
賀
茂 

素
働
」・・・・・ 

梅
若
玄
祥 

ほ
か

※Ｕ25券は脇正面席・中正面席のみ選択可。

供
も
連
れ
ず
に
自
ら
太
刀
を
持
っ
て
で
か
け
た
大
名
が
、供
の
代
わ
り
と
し
て

同
行
す
る
人
を
得
る
た
め
、休
ん
で
待
っ
て
い
る
と
、そ
こ
へ
若
狭
の
小
浜
の
昆
布

売
が
通
り
か
か
り
ま
す
。大
名
は
す
ぐ
さ
ま
声
を
か
け
、自
分
の
太
刀
を
持
っ
て

く
れ
る
よ
う
頼
み
ま
す
が
、な
か
な
か
承
諾
し
て
く
れ
な
い
為…

…

。下
剋
上
の

有
り
様
を
痛
烈
に
描
く
と
と
も
に
、小
歌
節
・
平
家
節
・
踊
り
節
な
ど
の
中
世
歌

謡
を
取
り
込
ん
だ
売
り
声
が
、狂
言
な
ら
で
は
の
楽
し
い
曲
で
す
。
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昆
布
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狂
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昆 
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一
郎

シ
テ 

平
清
経
　
観
世
銕
之
丞

ツ
レ 

清
経
ノ
妻
　
鵜
澤
　
　
光

能

清
　  

経
ワ
キ 

淡
津
三
郎
　
森
　
　
常
好

大
鼓
　
柿
原
　
弘
和

小
鼓
　
鳥
山
　
直
也

笛
　
一
噌
　
隆
之

ア
イ 

里
人
　
岡
　
　
聡
史

シ
テ 

夫
　
野
村
太
一
郎

狂
言

因 

幡 

堂

能

鵜 

　 

飼
ワ
キ 

旅
僧
　
舘
田
　
善
博
大
鼓
　
柿
原
　
弘
和

小
鼓
　
鳥
山
　
直
也

太
鼓
　
大
川
　
典
良

笛
　
一
噌
　
隆
之

後
見

西
村
　
高
夫

観
世
銕
之
丞
地
謡

青
木
　
健
一

長
山
　
桂
三

北
浪
　
貴
裕

角
当
　
直
隆

柴
田
　
　
稔

馬
野
　
正
基

ワ
キ
ツ
レ 

旅
僧
　
森
　
常
太
郎

■アクセス（JR川崎駅まで）品川駅より 約9分 横浜駅より 約8分
※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。
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一
部

午
後
3
時
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開
演
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午
後
3
時
開
場
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第
二
部

狂
言

昆
布
売 【
こ
ぶ
う
り
】

大
酒
呑
み
の
妻
を
持
つ
男
が
、妻
の
留
守
中
に
離
縁
状
を
送
り
つ
け
、新
妻
を

得
る
た
め
に
因
幡
堂
の
薬
師
へ
妻
乞
い
に
や
っ
て
き
ま
す
。腹
を
立
て
て
因
幡
堂
に

や
っ
て
き
た
妻
は
眠
っ
て
い
る
夫
に「
西
門
に
立
っ
た
女
を
妻
に
定
め
よ
」と
偽
の

お
告
げ
を
耳
元
で
囁
き
ま
す
。男
は
神
の
お
告
げ
と
思
い
込
ん
で
早
速
そ
の
出
会

い
の
場
所
へ
行
く
と
、そ
こ
に
は
着
物
を
被
っ
た
女
が
立
っ
て
い
て…

…

。

狂
言

因
幡
堂 【
い
な
ば
ど
う
】

都
落
ち
し
た
平
清
経
の
家
臣
淡
津
三
郎（
ワ
キ
）が
、筑
前
国
柳
が
浦
で
入
水

し
た
清
経
の
形
見
の
黒
髪
を
持
っ
て
都
に
住
む
清
経
の
妻（
ツ
レ
）の
元
を
訪
ね

ま
す
。清
経
入
水
の
顛
末
を
聞
い
た
妻
は
、自
分
を
残
し
て
自
殺
す
る
と
は
あ
ん

ま
り
だ
と
嘆
き
悲
し
み
ま
す
。遺
髪
を
見
る
に
忍
び
ず
涙
な
が
ら
に
ま
ど
ろ
ん
で

い
る
と
、夢
の
な
か
に
清
経
の
霊（
シ
テ
）が
現
れ
て
妻
に
呼
び
か
け
ま
す
。妻
が
再

び
生
き
て
姿
を
現
さ
な
かっ
た
夫
に
恨
み
言
を
言
う
と
、清
経
は
敗
戦
の
後
に
望

み
を
失
っ
て
入
水
す
る
に
至
っ
た
心
境
を
語
り
妻
を
納
得
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

や
が
て
清
経
は
修
羅
道
に
は
堕
ち
た
が
、入
水
の
際
に
唱
え
た
念
仏
の
功
徳
に

よ
っ
て
成
仏
で
き
た
と
告
げ
て
消
え
て
ゆ
き
ま
す
。

能

清
経 【
き
よ
つ
ね
】

安
房
の
国
清
澄
の
僧（
ワ
キ
）が
従
僧（
ワ
キ
ツ
レ
）と
共
に
甲
斐
国
の
石
和
川
に

着
き
、里
人（
アイ
）に
一
夜
の
宿
を
乞
う
が
断
ら
れ
、仕
方
な
く
川
の
辺
り
の
怪
し

げ
な
御
堂
に
泊
ま
り
ま
す
。そ
こ
へ
鵜
使
い
の
老
人
が
松
明
を
か
か
げ
、川
を
上
っ

て
き
ま
す
。従
僧
が
声
を
か
け
る
と
、そ
れ
は
以
前
接
待
を
受
け
た
宿
の
老
人
で
し

た
。し
か
し
今
は
す
で
に
死
ん
で
地
獄
に
堕
ち
て
い
る
亡
者
で
あ
る
と
言
い
、更
に

自
分
は
禁
漁
区
で
漁
を
し
て
見
つ
か
り
川
に
沈
め
ら
れ
殺
さ
れ
た
と
物
語
り
ま

す
。そ
し
て
懺
悔
の
為
に
鵜
を
使
う
様
を
見
せ
よ
と
い
う
僧
の
言
葉
に
従
っ
て
、生

前
そ
の
ま
ま
に
鵜
飼
を
し
て
見
せ
、や
が
て
闇
の
中
に
消
え
て
い
き
ま
す
。〈
中
入
〉

僧
が
川
原
の
石
一
つ
一
つ
に
法
華
経
を
書
き
、川
に
沈
め
て
弔
う
と
、地
獄
の

閻
魔
大
王（
後
シ
テ
）が
現
れ
ま
す
。閻
魔
大
王
は
、「
あ
の
鵜
飼
は
罪
多
く
地
獄
へ

堕
ち
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、僧
を
摂
待
し
た
こ
と
と
法
華
経
の
功
徳
に
よ
り
こ
れ

か
ら
極
楽
浄
土
に
送
る
」と
告
げ
、法
華
経
の
有
難
さ
を
讃
え
ま
す
。

能

鵜
飼 【
う
か
い
】 

ア
ド 

妻
　
岡
　
　
聡
史

後
見

地
謡

青
木
　
健
一

長
山
　
桂
三

角
当
　
直
隆

馬
野
　
正
基

西
村
　
高
夫

柴
田
　
　
稔

北
浪
　
貴
裕

鵜
澤
　
　
久

鵜
澤
　
　
久

前
シ
テ 

鵜
使
ノ
尉

後
シ
テ 

閻
魔
大
王

き
わ


